
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　下水道事業については、平成３０年度より企業会
計へ移行しており、平成３０年度の決算からは、よ
り詳細な経営状況の分析が可能となります。
　これまでの官庁会計方式では比較的良好であった
本事業についても、資産の減価償却等の概念が導入
されることにより、より実態に合った経営分析がで
きることから、有効な将来計画策定を検討していき
たいと考えています。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　本事業は、平成１０年度からの整備開始で、処理
場を持たないことから、老朽化については未だ対策
の検討までは行っておりません。
　しかし、ポンプ設備等については耐用年数が短い
ことから、維持管理を民間事業者に委託し、適切な
管理を実施しています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　鏡野町の公共下水道事業は、鏡野地区に整備中の
施設で、平成１５年３月３１日に供用開始していま
す。
　大きな特徴として汚水の処理については隣接する
津山市の処理場を１市２町で利用しています。

経営の健全性・効率性について
①収益的収支比率が１００％を超えていますが、こ
れは平成３０年４月１日からの公営企業会計適用に
際し基金の取り崩し等を実施したためです。
⑤経費回収率、⑥汚水処理原価、⑧水洗化率も同規
模他団体の平均値に比べると良好な数値となってい
ますが、最も大きな要因は前述のとおり、処理場を
広域利用していることと考えています。

④企業債残高対事業規模比率については、公債費償
還金について全額が一般会計からの繰入基準に合致
しているため記載がありませんが、現在も整備中で
あるため起債残高は年々増加しており、平成２９年
度末では５１億円を突破しています。
　これについては、毎年の起債借入額が償還額を上
回らないようにし、残高を減少させていくこととし
ています。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 55.52 100.00 3,240 7,280 3.73 1,951.74 【】

419.68 31.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cd3 非設置 13,211

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.17 0.20 0.19 0.07
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H25 H26 H27 H28 H29

当該値 89.83 92.17 89.34 89.91 129.88

平均値
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①収益的収支比率(％)
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当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

2,000.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1,826.49 1,696.96 1,824.34 1,604.64 1,217.70

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 144.44 141.67 123.66 115.71 102.68

平均値 48.00 47.23 54.16 60.01 66.68

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 102.11 107.29 124.17 128.35 145.14

平均値 334.37 351.41 307.56 277.67 260.11

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 - - - - -

平均値 40.71 43.53 39.87 41.28 41.45

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 71.82 73.67 72.91 74.00 75.65

平均値 63.45 64.14 61.37 61.30 64.51

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　本事業については、平成３２年度にも予定してい
る農業集落排水施設の取り込みにより、経営状況等
は大きく変わるものと予想しています。
　また平成３０年度より公営企業会計制度を適用し
たことから、より詳細な経営分析・経営計画策定が
可能になります。
　施設設備の更新計画策定と併せ、より効果的・効
率的な経営を目指します。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　本事業は、供用開始が平成１８年３月３１日と比
較的新しいことから、管路については更新の検討等
は必要ない状況です。
　しかし、処理場の機械電気設備やポンプ設備等、
耐用年数の短い箇所については修繕費も増加してお
り、計画的な更新の検討が必要となっています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　特定環境保全公共下水道は奥津温泉街を処理区域
としており、処理面積は狭く定住人口も少ないので
すが、道の駅や温泉施設、旅館等も処理区域に含む
ため、季節により処理水量に大きな変動がありま
す。
　観光地であること、また国指定の名勝「奥津渓」
にも近いことから、高度処理と呼ばれる「膜分離活
性汚泥法」という処理方式を採用しており、処理水
質は上質なものとなっています。

経営の健全性・効率性
①収益的収支比率は１００％（収入で維持管理費等
の収益的支出が賄えている状態）ですが、⑤経費回
収率が２３％程度であることからも分かるように、
一般会計からの繰入金が大きなウエイトを占めてい
ます。
⑥の汚水処理原価も上昇していますが、会計規模自
体が小さいため、修繕費等の状況により大きく変動
します。
⑦施設利用率、⑧水洗化率については、ほぼ横ばい
の状態となっています。
このうち、施設利用率については平成３２年度にも
隣接する農業集落排水施設（奥津北地区）を取り込
む予定としていることから、改善が期待できます。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 1.71 100.00 3,240 224 0.16 1,400.00 【】

419.68 31.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D3 非設置 13,211

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.07 0.08 0.26 0.13 0.13
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平均値
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①収益的収支比率(％)
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0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1,554.05 1,671.86 1,673.47 1,592.72 1,223.96

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 27.53 25.77 27.34 26.03 23.29

平均値 53.01 50.54 49.22 53.70 61.54

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 475.37 455.93 425.22 479.65 521.45

平均値 299.39 320.36 332.02 300.35 267.86

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 20.67 22.50 23.00 23.17 24.83

平均値 36.20 34.74 36.65 37.72 37.08

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 85.82 86.64 86.80 86.25 85.71

平均値 71.07 70.14 68.83 68.46 67.22

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,225.44】

【82.67】【42.66】【215.23】【75.58】

【0.10】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

419.68 31.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 13,211

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 16.58 100.00 3,240 2,174 1.10 1,976.36 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　鏡野町の農業集落排水施設は、鏡野地区に１か
所、上齋原地区と奥津地区に各３か所、富地区に１
か所の計９地区があります。
　最も対象人数が多い地区は673人、最も少ない地
区は42人と規模が異なっています。
　①収益的収支比率は平成28年度にすべての地区の
整備が完了したため、100%を超えましたが、地方債
償還金に係る一般会計繰入金のうち、下水道事業債
の償還に要する経費は資本的収入の繰入として計上
しているため依然高い水準で推移しています。
　⑤経費回収率低下、⑥汚水処理原価の上昇の主な
原因は最も人口の多かった大野小座地区が公共下水
道に編入されたためと、平成２７年度から公営企業
会計適用のための準備を進めており、その経費が通
常の維持管理分に加え必要となっているためと考え
られます。⑦施設利用率、⑧水洗化率については供
用開始地区が増加したことにより今後の改善が見込
まれます。
　企業債残高対事業規模比率が0%となっているの
は、本町の企業債元利償還金がすべて一般会計から
の繰入基準に合致しているためですが、平成29年度
末の企業債残高は18億3千万と未だ高額となってい
ます。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　本町の農業集落排水施設は、最も古いものでも平
成12年度からの供用開始であり、比較的新しい施設
となっています。
　また、管路・ポンプ施設や処理場については全
て、専門業者に運転・点検・維持管理を委託してお
り、必要な時期には修繕・改修等の対応を行ってい
ます。
　平成25年度に行った機能診断調査の結果に基づ
き、更新が必要な箇所については、平成29年度から
3か年計画による農業集落排水事業（機能強化対
策）を行い国庫補助事業による施設の長寿命化を
図っています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　農業集落排水施設のうち、特定環境保全公共下水
道に隣接する「奥津北地区」については、今後特定
環境保全公共下水道に取り込むことを計画していま
す。
　平成２８年度に「小田・入地区」の整備が完了し
たことから、今後は水洗化を推進し、使用料収入の
増加を図っていきます。
　これら諸施策の実施により、経営状況を着実に向
上させていきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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当該値 44.44 43.83 40.08 34.26 25.50

平均値 41.04 50.82 52.19 55.32 59.80
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当該値 298.72 320.81 368.62 442.11 512.87

平均値 357.08 300.52 296.14 283.17 263.76
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当該値 82.69 83.14 83.86 77.52 83.03

平均値 71.97 84.07 84.32 84.58 84.84

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【814.89】

【85.49】【52.49】【255.52】【60.64】

【0.11】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

419.68 31.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 林業集落排水 G2 非設置 13,211

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.51 100.00 3,240 67 0.11 609.09 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　林業集落排水施設は、奥津地区の羽出西谷上と泉
源の２か所に整備しています。
　２地区あわせても対象人口が６７人と非常に規模
が小さいことから、経営は非常に厳しいものとなっ
ています。
　特に⑤経費回収率と⑥汚水処理原価は施設が小規
模であるため、簡単な修繕等でも大きく影響が出ま
す。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　施設はそれぞれ平成１４年と１５年に使用開始し
ており、比較的新しいものです。
　施設規模や経営状況から、単独での大規模修繕は
不可能な状態であり、今後迎える施設設備更新時期
には、機能強化事業等何らかの助成が受けられる方
策の検討が必要となります。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　林業集落排水事業は、規模が極端に小さいため、
経営という観点からは非常に厳しいものとなりま
す。
　他地区との統合については、隣接地に他の下水道
事業がなく困難な状況です。今後は町の他部局や県
等と協議をし、何らかの対策を実施する必要がある
と考えています。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【520.82】

【88.63】【38.88】【460.50】【38.78】

【0.00】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


